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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究はアディポサイ トカインの一つであるretinolbindingprotein4(RBP4)の
正常妊婦における変動､妊娠高血圧症候群との関係､そして僻帯血における
RBP4と胎児発育との関係を検討したものである｡ 正常妊娠においてRBP4は妊
娠中期から後期にかけて低下し､妊娠中の体重増加とも有意な相関は認められ
なかった｡正常妊娠に比べ妊娠高血圧症候群ではRBP4が高値を示した｡さら
に､妊娠高血圧症例から生まれた乳児あるいは低体重児の頗帯血中のRBP4は ･
正常児のそれよりも低値であり､RBP4のturnoverの時間を考慮すると､低栄
養を示唆する指標となりうることを示した｡RBP4という新しい物質の正常妊
娠における動態､妊娠高血圧症候群における変動､そして膳帯血における計測
の意義を明らかとした有用な研究である｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
